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愛媛県大洲市の長浜地区で寒候期にみられる「肱川

あらし」．評者も現地で観測した経験をもつが，肱川

の川面から発生した蒸気霧と内陸の大洲盆地で発生し

た放射霧が二層構造を成して強風とともに長浜地区へ

と流れ出してくる，その様子に圧倒された．この肱川

あらしは気象学的には地峡風（gap wind）という現

象で知られ，冷たい霧を伴った10m/sを超える強い

風が肱川河口のごく狭い地域の地上で吹きつける．本

書は，岩手大学教育学部の名越利幸教授の監修によっ

て愛媛県大洲市が刊行した，肱川あらしを様々な角度

から紹介した一般向けの書籍である．

本書は，おおまかに以下のような４部の構成となっ

ている．

・肱川あらしのダイナミズム

・「肱川」でこんな“ふしぎ”が起こっている

・「肱川あらし」の発生を予報しよう！

・「肱川」が流れるまち 大洲へ行こう

「肱川あらしのダイナミズム」では，霧によって可

視化された肱川あらしの姿を多数の美しい写真によっ

て読者を引きこむ．地上の住民に強風が吹きつける様

はもちろんのこと，上空から接写された，まさに「ダ

イナミック」な肱川あらしの全容には，読者も興奮を

覚えるだろう．評者もこれまでに肱川あらしの写真を

何枚か目にすることはあったが，本書で紹介された写

真は秀逸な作品といえる．一方で，実際に写真を撮影

した飛行撮影家の生の声やメディアでも活躍する森田

正光さんの解説も含めることで，肱川あらしの雄大さ

や世界的にも珍しい現象であるという実感が読者も沸

いてくるだろう．

「肱川でこんな“ふしぎ”が起こっている」では，

肱川あらしが如何に世界で唯一無二の現象であるかを

気象学的な側面から丁寧に説明している．この内容に

多数のページを割いていることは，単なる気象現象の

紹介本や図鑑として終わっていないといえる．ここで

は，肱川あらしが引き連れてくる蒸気霧と放射霧の発

生メカニズムをそれぞれ図解しており，前半では地元

の愛媛県立長浜高等学校の教諭と生徒たちによる長年

の研究苦労話を，漫画も交えて披露している．やはり

地元の人の声は説得力も強く，その探究心にはただた

だ敬服する．後半は肱川あらしの強風が生じるメカニ

ズムを，専門家が発表した既往研究にもとづいて一般

の人にもわかるよう平易に解説している．現地での気

象観測や数値シミュレーションで示された結果が限ら

れたページのなかで丁寧にまとめられており，肱川あ

らしだけでなく局地風の研究をこれから志そうとする

大学生や研究者にとっても，価値のある内容として読

むことができるだろう．

ここまでが本書のメインともいえ多くのページが割

かれている．これ以降の内容は，肱川あらし自体を知

りたかった人は読み飛ばしても差し支えない．「肱川

あらしの発生を予報しよう！」では，これまでの内容

を踏まえて，肱川あらしの発生を地上天気図や気象条

件からクイズ形式で予測する．特に前述の，既往研究

による肱川あらし発生メカニズムの解説がやや難しく

感じた読者には理解が深まる点で，着想がユニークで

ある．これで終わってしまうと単なる復習にしかすぎ

ないが，その直後に地元の「肱川あらし予報会」の

方々による気象データの解析や観天望気からの肱川あ

らしの発生条件が紹介され，ここまでの内容がひとつ

につながって納得できるあたりがうれしい．

そして最後の「肱川が流れるまち 大洲へ行こう」

では，肱川の歴史や大洲市の観光が紹介されている．

もちろん，地元で有名な肱川あらしのビュースポット

も写真付きで多く紹介されており，それぞれの場所か

ら肱川あらしや霧がどのように観察できるかがよくわ

かる．先ほどは読み飛ばしても差し支えないとは言っ

たが，せっかくなのでこのページで大洲市の観光地や

グルメも知ってもらい，肱川あらしの見学に行ったと

き一緒に堪能してもらいたい．

以上が概説であるが，肱川あらしを知らない読者を

うまく引き込むよう，話題の進め方が非常によく練ら

れており，本書を発刊した大洲市の並々ならぬ情熱が

伝わってくる．単に地域の町おこし，観光アピールの

紹介本ではなく，肱川あらしという現象の面白さを科

学的に捉えて紹介している．特に気象学の専門家と地

元住民の経験談を両方絡めることで，肱川あらしの理

解が多面的に深まる構成になった．おかげで，ある程

度知識を持った評者も本書の展開に最後まで引き込ま
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れ，改めて肱川あらしの不思議な姿に魅了された．監

修者が気象学の専門家だけあって，概念を説明するイ

ラストも効果的に差し込まれており，一般向け書籍と

はいえ，これから局地気象学を学ぼうとする大学生に

とっても十分勉強になる一冊だろう．ただし本書は，

前書きがなく読み始めることになるため，発刊に至っ

た経緯などを知ることができないのが唯一，個人的に

は残念であった．

インターネット時代の今では，はるか遠くで起こる

自然現象をカメラ越しに眺めることのできる便利な世

の中となった．しかしこの本を片手に大洲市を訪れ

て，肱川あらしを実際に体感することで自然の雄大さ

を自分の肌で感じてほしいと思う．

（岡山理科大学 大橋唯太)
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究会研 と大気大循環」のご案「長期予報

報研究連絡会」では下記の予定で研究会

「長期予報と大気

内

「長期予

開催します．

今年のテーマは「多様なENSOと多様な影響

～エルニーニョ現象の日本の天候への影響と予測可能

性～」です．2

大循環」を

に発生したエルニーニョ現象は

2015年７月現在も継続しており，2015/2016年冬にか

けて続く可能性が高いことが予測されています（2015

年８月10日気象庁発表エルニーニョ監視速報）．2014

年の世界の年平均気温は，1891年以降で最も高い

014年夏

今年も高い状態が続いています．この要因とし

て，地球温暖化に加え，エルニーニョ現象がもたらす

大気への影響も考えられます．このような状況の下，

今回のエルニーニョ現象が日本や世界の天候へ与える

影響は，これまでの統計的関係のみでは説明が困難に

なってきています．また，太平洋十年規模変動と

ENSOの関係やエルニーニョもどきといったENSO

の多様性について近年盛んに議論されており，その予

測可能性や日本の天候に与える影響などについて研究

が進んでいます．

本年の研究会では，2014年から続くエルニーニョ現

象の

値と

なり，

について振り返るとともに，多様な

ENSOが日本の天候に及ぼす影響のメカニズムに注

目して議論することにします．それ以外のENSOに

関連する幅広い話題提供をしてくださる方もお待ちし

ています．

講演の申し込み締め切りは2015年10月30日（金）で

す．講演を希望される方は，下記連絡先まで電子メー

ルで簡単な要旨（テキスト数行程度以上）をお送りく

ださい．１講演あたりの講演時間は20分程度を予定し

ています．また，発表された方には，研究会後に当会

のホームページに掲載する要旨（A4，４ページ程度）

を作成していただきます．

なお，講演のプログラムは2015年11月13日（金）ま

でに当会のホームページに掲載する予定です

（http://www.metsoc.jp/about/research-groups/

longforc）．

記

日時：2015年12月２日（水）14時00分～17時30分

場所：気象庁３号庁舎２階 3023会議室

テーマ：多様なENSOと多様な影響

～エルニーニョ現象の日本の天候への影響と

予測可能性～

連絡先：平井雅之，萱場亙起，後藤敦史（気象庁気候

情報課）

extreme＠met.kishou.go.jp

経過と予測


